
JP 6329547 B2 2018.5.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クラウドコンピューティング環境で使用するサービス管理エンジンを提供するためのシ
ステムであって、
　１つ以上のコンピュータを備え、前記コンピュータは前記コンピュータ上で実行するク
ラウド環境を含み、
　前記クラウド環境内のインストール可能なソフトウェアスイートとして提供されるプラ
ットフォームコンポーネントを備え、
　前記プラットフォームコンポーネントは、
　オーケストレーションエンジンと、
　前記オーケストレーションエンジンと通信し、サービスタイプの提供、ライフサイクル
管理、および／またはモニタリングを含む、サービスタイプとしてサービスを提供するこ
とに使用される、１つ以上のサービス管理エンジンと、
　１つ以上のサービス定義パッケージとを備え、
　各サービス定義パッケージは企業アプリケーションのバイナリコンポーネントを含み、
各サービスタイプは対応するサービス定義パッケージに基づいて作成され、
　前記オーケストレーションエンジンは、前記クラウド環境内で使用する提供すべき特定
のサービスタイプを決定し、前記プラットフォームコンポーネント内で対応するサービス
管理エンジンを構成して前記特定のサービスタイプをサポートし、
　前記対応するサービス管理エンジンを用いて、前記特定のサービスタイプを作成する基
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になるサービス定義パッケージをパースし、前記パースしたサービス定義パッケージの内
容に従って前記特定のサービスタイプとしてサービスを提供する、システム。
【請求項２】
　前記プラットフォームコンポーネントは、前記プラットフォームコンポーネント自体の
構成に従って、プロバイダサービス管理エンジンとしての前記１つ以上のサービス管理エ
ンジンによって、サービスタイプをインスタンス化できるようにする、請求項１に記載の
システム。
【請求項３】
　クラウドコンピューティング環境で使用するサービス管理エンジンを提供する方法であ
って、
　１つ以上のコンピュータを提供することを含み、前記コンピュータは前記コンピュータ
上で実行するクラウド環境を含み、
　前記方法は、さらに、前記クラウド環境内のインストール可能なソフトウェアスイート
として提供されるプラットフォームコンポーネントを提供することを含み、
　前記プラットフォームコンポーネントは、
　オーケストレーションエンジンと、
　前記オーケストレーションエンジンと通信し、サービスタイプの提供、ライフサイクル
管理、および／またはモニタリングを含む、サービスタイプとしてサービスを提供するこ
とに使用される、１つ以上のサービス管理エンジンと、
　１つ以上のサービス定義パッケージとを備え、各サービス定義パッケージは企業アプリ
ケーションのバイナリコンポーネントを含み、各サービスタイプは対応するサービス定義
パッケージに基づいて作成され、
　前記方法は、さらに、
　前記オーケストレーションエンジンによって、前記クラウド環境内で使用する提供すべ
き特定のサービスタイプを決定し、前記プラットフォームコンポーネント内で対応するサ
ービス管理エンジンを構成して前記特定のサービスタイプをサポートすることと、
　前記対応するサービス管理エンジンを用いて、前記特定のサービスタイプを作成する基
になるサービス定義パッケージをパースし、前記パースしたサービス定義パッケージの内
容に従って前記特定のサービスタイプとしてサービスを提供することとを含む、方法。
【請求項４】
　前記プラットフォームコンポーネントは、前記プラットフォームコンポーネント自体の
構成に従って、プロバイダサービス管理エンジンとしての前記１つ以上のサービス管理エ
ンジンによって、サービスタイプをインスタンス化できるようにする、請求項３に記載の
方法。
【請求項５】
　１つ以上のコンピュータシステムによって実行されると前記１つ以上のコンピュータシ
ステムに請求項３または４に記載の方法を実行させるマシン読取可能な命令を含むコンピ
ュータプログラム。
【請求項６】
　クラウドコンピューティング環境で使用するサービス管理エンジンを提供するための装
置であって、
　クラウド環境内のインストール可能なソフトウェアスイートとして提供されるプラット
フォームコンポーネントを備え、前記プラットフォームコンポーネントは、
　オーケストレーションエンジンと、
　前記オーケストレーションエンジンと通信し、１つ以上の、サービスタイプの提供、ラ
イフサイクル管理、およびモニタリングを含む、サービスタイプとしてサービスを提供す
ることに使用される、１つ以上のサービス管理エンジンと、
　１つ以上のサービス定義パッケージとを備え、
　各サービス定義パッケージは企業アプリケーションのバイナリコンポーネントを含み、
各サービスタイプは対応するサービス定義パッケージに基づいて作成され、
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　前記オーケストレーションエンジンは、前記クラウド環境内で使用する提供すべき特定
のサービスタイプを決定し、前記プラットフォームコンポーネント内で対応するサービス
管理エンジンを構成して前記特定のサービスタイプをサポートし、
　前記対応するサービス管理エンジンを用いて、前記特定のサービスタイプを作成する基
になるサービス定義パッケージをパースし、前記パースしたサービス定義パッケージの内
容に従って前記特定のサービスタイプとしてサービスを提供する、装置。
【請求項７】
　前記プラットフォームコンポーネントは、前記プラットフォームコンポーネント自体の
構成に従って、プロバイダサービス管理エンジンとしての前記１つ以上のサービス管理エ
ンジンによって、サービスタイプをインスタンス化できるようにする、請求項６に記載の
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　著作権に関する注意
　本特許文献の開示の一部には、著作権保護の対象となるものが含まれている。著作権者
は、この特許文献または特許開示の何者かによる複製が、特許商標庁の特許ファイルまた
は記録にある限り、それに対して異議を唱えないが、そうでなければ、いかなる場合もす
べての著作権を留保する。
【０００２】
　発明の分野
　本発明の実施の形態は、概してクラウドコンピューティングに関し、具体的にはクラウ
ドコンピューティング環境で使用するサービス管理エンジンを提供するためのシステムお
よび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　背景
　一般的に「クラウドコンピューティング」という用語を用いて説明される計算モデルは
、コンピュータネットワーク、サーバ、ソフトウェアアプリケーション、およびサービス
等の計算リソースの共有プールに対するオンデマンドのアクセスを可能にするとともに、
管理の手間またはサービスプロバイダの対話は最小でありながらリソースを高速で提供（
provisioning）し解放する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　クラウドコンピューティング環境（クラウド環境またはクラウドと呼ばれることもある
）は、さまざまな要求に最適なものとなるように多種多様のやり方で実装することができ
る。たとえば、パブリッククラウド環境において、基礎をなす計算インフラストラクチャ
を所有する組織は、自身のクラウドサービスを、他の組織または公衆が利用できるように
する。一方、プライベートクラウド環境は一般的に、１つの組織によってまたは１つの組
織内で使用されることだけを意図したものである。コミュニティクラウドは、１つのコミ
ュニティ内のいくつかの組織によって共有されることを意図したものであるのに対し、ハ
イブリッドクラウドは、データおよびアプリケーションの移植性によって結び付けられる
２種以上のクラウド（たとえばプライベート、コミュニティ、またはパブリック）を含む
。
【０００５】
　一般的に、クラウドコンピューティングモデルは、以前は組織自身の情報技術部門によ
って提供されていたであろう責務のうちのいくつかを、その代わりに、（クラウドのパブ
リック／プライベート性に応じて組織の内部または外部で）消費者が使用するクラウド環
境内のサービスレイヤとして与えることができるようにする。個々の実装に応じて、各ク
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ラウドサービスレイヤによってまたは各クラウドサービスレイヤ内で提供されるコンポー
ネントまたは特徴の、正確な定義は異なり得るが、一般的な例には以下のものが含まれる
。
【０００６】
　　サービスとしてのソフトウェア（Software as a Service）（ＳａａＳ）。消費者は
、クラウドインフラストラクチャ上で実行しているソフトウェアアプリケーションを使用
するのに対し、ＳａａＳプロバイダは、基礎をなすクラウドインフラストラクチャおよび
アプリケーションを管理または制御する。
【０００７】
　　サービスとしてのプラットフォーム（Platform as a Service）（ＰａａＳ）。消費
者は、ＰａａＳプロバイダによってサポートされるソフトウェアプログラミング言語およ
び開発ツールを使用して、消費者自身のアプリケーションを開発、配備（deploy）、さも
なければ制御できるのに対し、ＰａａＳプロバイダは、クラウド環境のその他の側面（す
なわちランタイム実行環境よりも下にあるものすべて）を管理または制御する。
【０００８】
　　サービスとしてのインフラストラクチャ（Infrastructure as a Service）（Ｉａａ
Ｓ）。消費者は、任意のソフトウェアアプリケーション、および／または提供処理、記憶
、ネットワーク、およびその他の基本的な計算リソースを配備し実行することができるの
に対し、ＩａａＳプロバイダは、基礎をなす物理的なクラウドインフラストラクチャ（す
なわちオペレーティングシステムレイヤよりも下にあるものすべて）を管理または制御す
る。
【０００９】
　上記例は、一般的に本発明の実施の形態を使用することができる環境の種類のうちのい
くつかを説明するために設けたものである。さまざまな実施の形態に応じて、本明細書に
記載のシステムおよび方法を、他の種類のクラウドまたはコンピューティング環境で使用
することもできる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　概要
　本明細書に記載されているのは、クラウドコンピューティング環境で使用するサービス
管理エンジンを提供するためのシステムおよび方法である。ある実施の形態に従うと、企
業ソフトウェアアプリケーション（たとえばFusion Middlewareアプリケーション）を、
クラウドプラットフォーム内でサービスとしてインスタンス化することができ、次に、ク
ラウドプラットフォームにおけるこのアプリケーションを他の（たとえば顧客）アプリケ
ーションからアクセスできるようにする。ある実施の形態において、オーケストレーショ
ンエンジンと通信するサービス管理エンジン（service management engine）（ＳＭＥ）
を用いて、サービス定義パッケージ（service definition package）（ＳＤＰ）に従い１
つ以上の異なるサービスタイプとしてサービスを提供することができる。サービスタイプ
を、クラウドプラットフォーム自体の構成に従い、かつサービスタイプの発見、提供、お
よびサービスタイプとシステムリソースとの対応付けを含むＳＤＰの内容に従いインスタ
ンス化することにより、さまざまな顧客要求に対応することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ある実施の形態に従う、サービスレイヤを含むクラウドコンピューティング環境
を示す。
【図２】ある実施の形態に従う環境をさらに示す。
【図３】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントを含み得るク
ラウドコンピューティング環境を示す。
【図４】ある実施の形態に従う、アドミニストレーションサーバおよびサービスドメイン
を含むＰａａＳプラットフォームコンポーネントをさらに示す。
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【図５】ある実施の形態に従う、アドミニストレーションサーバとともにサービス定義パ
ッケージおよびサービス管理エンジンを使用することを含む、ＰａａＳプラットフォーム
コンポーネントをさらに示す。
【図６】ある実施の形態に従う、アドミニストレーションサーバと仮想化マネージャの間
の対話を含む、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントをさらに示す。
【図７】ある実施の形態に従う、マルチテナントサービスドメインを含むＰａａＳプラッ
トフォームコンポーネントをさらに示す。
【図８】ある実施の形態に従う、クラウドアカウントマネージャを含むＰａａＳプラット
フォームコンポーネントをさらに示す。
【図９】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントにおけるサー
ビス定義パッケージの使用を示す。
【図１０】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントでサービス
定義パッケージを使用するためのプロセスのフローチャートである。
【図１１】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントにおけるサ
ービス管理エンジンの使用をさらに示す。
【図１２】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントでサービス
管理エンジンを使用するためのプロセスのフローチャートである。
【図１３】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントにおけるオ
ーケストレーションエンジンの使用をさらに示す。
【図１４】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントでオーケス
トレーションエンジンを使用するためのプロセスのフローチャートである。
【図１５】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントにおけるエ
ラスティシティ（elasticity）マネージャの使用をさらに示す。
【図１６】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントでエラステ
ィシティマネージャを使用するためのプロセスのフローチャートである。
【図１７】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントにおいてサ
ービス定義パッケージをパッチすることをさらに示す。
【図１８】ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントでサービス
定義パッケージをパッチするためのプロセスのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　詳細な説明
　上記のように、クラウドコンピューティング環境（クラウド環境またはクラウド）は、
たとえばパブリッククラウド、プライベートクラウド、コミュニティクラウド、またはハ
イブリッドクラウドといったさまざまな要求に最適なものとなるように多種多様のやり方
で実装することができる。クラウドコンピューティングモデルは、以前は組織自身の情報
技術部門によって提供されていたであろう責務のうちのいくつかを、その代わりに、（ク
ラウドのパブリック／プライベート性に応じて組織の内部または外部で）消費者が使用す
るクラウド環境内のサービスレイヤとして与えることができるようにする。
【００１３】
　本明細書に記載されているのは、インフラストラクチャ、プラットフォーム、および／
またはアプリケーションを与える際に使用されてクラウドコンピューティング環境をサポ
ートすることができる、種々のハードウェアおよび／またはソフトウェアコンポーネント
および特徴である。さまざまな実施の形態に応じて、このシステムはまた、Oracle Exalo
gicおよび／またはExadataマシン、WebLogicおよび／またはFusion Middleware、ならび
にその他のハードウェアおよび／またはソフトウェアコンポーネントおよび特徴といった
、ハードウェアおよびソフトウェアを利用して、クラウドコンピューティング環境を提供
することができる。このクラウドコンピューティング環境は、企業グレードであり、プラ
ットフォームを配備に適したものにしてアプリケーションを配備することができ、現代の
アーキテクチャ上に構築された一組の企業アプリケーションおよびユースケースを提供し
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、および／またはフレキシブルな消費選択を提供する。
【００１４】
　図１は、ある実施の形態に従う、サービスレイヤを含むクラウドコンピューティング環
境を示す。図１に示されるように、ある実施の形態に従うと、クラウドコンピューティン
グ環境（クラウド環境またはクラウド）１００は一般的に、１つ以上の、サービスとして
のインフラストラクチャ（ＩａａＳ）レイヤ１１０、サービスとしてのプラットフォーム
（ＰａａＳ）レイヤ１６０、および／またはサービスとしてのソフトウェア（ＳａａＳ）
レイヤ１７０を組合わせたものを含み得る。これらレイヤは、各々クラウド環境内のサー
ビスレイヤとして与えられ、用いられる個々のクラウド計算モデルに応じて組織の内部ま
たは外部で消費者によって使用されることができる。
【００１５】
　ある実施の形態に従うと、クラウドコンピューティング環境は、１つ以上の従来の汎用
もしくは専用デジタルコンピュータ、コンピューティングデバイス、マシン、マイクロプ
ロセッサ、メモリおよび／またはコンピュータ読取可能な記録媒体、たとえば、コンピュ
ータハードウェア、ソフトウェア、およびOracle Exalogic、Exadata、または同様のマシ
ンによって提供されるリソースを含むシステムとして、実装することができる。
【００１６】
　図１にさらに示されるように、ある実施の形態に従うと、クラウドコンピューティング
環境は、以下でより詳細に説明される、共有イネーブルメントおよび管理インフラストラ
クチャ１２０を含み得る。このインフラストラクチャは、さまざまなサービスレイヤをサ
ポートするために使用できるイネーブルメントおよび管理ツールを提供する。
【００１７】
　図１に示される例は、一般的に本発明の実施の形態を使用することができる一種のクラ
ウドコンピューティング環境を説明するものとして設けたものである。さまざまな実施の
形態に応じて、本明細書に記載のシステムおよび方法を、異なるおよび／または他の種類
のクラウドまたはコンピューティング環境で使用することもできる。
【００１８】
　図２は、ある実施の形態に従う環境をさらに示す。図２に示されるように、ある実施の
形態に従うと、ＩａａＳ、ＰａａＳ、および／またはＳａａＳレイヤは各々、一般的に種
々のコンポーネントを含み得る。たとえば、ある実施の形態に従うと、ＩａａＳレイヤは
、共有データベースハードウェア（たとえばExadataマシン）１１２、および／または共
有アプリケーションサーバハードウェア（たとえばExalogicマシン）を含み得る。Ｐａａ
Ｓレイヤは、データベースサービス１６２、アプリケーションサーバサービス１６４、お
よび／またはWebCenterサービス１６６等の、１つ以上のＰａａＳサービスを含み得る。
ＳａａＳレイヤは、企業アプリケーション（たとえばOracle Fusion SaaS）１７２、およ
び／またはＩＳＶまたはカスタムアプリケーション１７６等のさまざまなＳａａＳサービ
スを含み得る。
【００１９】
　上記のように、ある実施の形態に従うと、クラウドコンピューティング環境は、共有イ
ネーブルメントおよび管理インフラストラクチャも含み得る。たとえば、図２に示される
ように、共有イネーブルメントおよび管理インフラストラクチャは、１つ以上の、アイデ
ンティティ管理１２２、データインテグレーション１２４、複製（たとえばOracle Golde
nGate）１２６、仮想アセンブリビルダ（builder）１２８、システム提供１３０、テナン
ト管理１３２、および／または企業マネージャコンポーネント１３４を含み得る。
【００２０】
　図２にさらに示されるように、ある実施の形態に従うと、共有イネーブルメントおよび
管理インフラストラクチャはまた、ウイルススキャン１４２、セキュアファイル転送１４
４、ＨＴＴＰルーティング１４６、ホワイトリスト１４８、通知１５０、セキュアバック
アップ１５２、インテグレーションゲートウェイ１５４、および／または使用＆課金１５
６コンポーネント等の、その他のコンポーネントを含み得る。
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【００２１】
　図２に示される例は、クラウドコンピューティング環境に、または共有イネーブルメン
トおよび管理インフラストラクチャ内に含めることができる種類のコンポーネントのうち
のいくつか説明するものとして設けたものである。他の実施の形態に従って、異なるおよ
び／またはその他の種類または配置のコンポーネントを含めてもよい。
【００２２】
　ＰａａＳプラットフォームコンポーネント
　ある実施の形態に従うと、クラウドコンピューティング環境は、クラウド環境内で企業
ソフトウェアアプリケーションを提供できるようにするＰａａＳプラットフォームコンポ
ーネント（ＰａａＳプラットフォーム）を含み得る。
【００２３】
　図３は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントを含み得る
クラウドコンピューティング環境を示す。図３に示されるように、ある実施の形態に従う
と、ＰａａＳプラットフォーム５００は、Fusion Middlewareまたはその他の企業アプリ
ケーション等の企業アプリケーションに関するセルフサービス提供体験を提供する、イン
ストール可能なソフトウェアスイートとして提供することができる。
【００２４】
　一般的に、組織のオンプレミスまたはプライベートクラウド環境用に企業アプリケーシ
ョンをインストールし構成する場合には、相当な量の管理作業を伴なうことがある。これ
には、増大する作業負荷需要に見合うように環境を水平方向にスケーリングしようとした
ときに管理者が直面する課題が含まれる。ある実施の形態に従うと、ＰａａＳプラットフ
ォームコンポーネントを拡張して、必要に応じて新たな企業アプリケーションスイートを
ホストし、その後負荷の増大に応じインスタンス化されたランタイムの量をスケーリング
することができるようにするのは、簡単である。
【００２５】
　図３に示されるように、ある実施の形態に従うと、ＰａａＳプラットフォームは、１つ
以上の、サービス定義パッケージ（ＳＤＰ）５０２、サービス管理エンジン（ＳＭＥ）５
０４、仮想アセンブリ（virtual assembly）（ＶＡ）５０６、ＰａａＳアドミニストレー
ションサーバ５０８、サービスドメイン５１０（１つ以上のクラウドアカウントまたはテ
ナント５１３が使用する１つ以上のサービスアプリ５１２を含む）、および／またはクラ
ウドエラスティシティマネージャ５１４コンポーネントを含み得る。これらコンポーネン
ト各々は、他のコンポーネントおよび特徴とともに以下でより詳細に説明される。
【００２６】
　用語解説
　ある実施の形態に従い、本明細書では以下の用語が使用される。他の実施の形態に従い
、異なるおよび／またはその他の用語が使用される場合もある。
【００２７】
　ＰａａＳプラットフォームコンポーネント（ＰａａＳプラットフォーム、プラットフォ
ーム）：ある実施の形態に従うと、ＰａａＳプラットフォームコンポーネント（ＰａａＳ
、プラットフォーム）は、Fusion Middlewareまたはその他の企業アプリケーション等の
企業アプリケーションに関するセルフサービス提供体験を提供する、インストール可能な
ソフトウェアスイートである。
【００２８】
　クラウドアカウント（テナント）：ある実施の形態に従うと、クラウドアカウント（テ
ナント）は、ＰａａＳプラットフォームをサービスとして消費するユーザ／消費者と対応
付けられたエンティティである。クラウドアカウントは管理範囲を定め、これをアカウン
トアドミニストレータが用いてＰａａＳサービスにアクセスすることができる。たとえば
、クラウドアカウントを、パブリックＰａａＳプロバイダからＰａａＳサービスを購入し
ている組織または会社に対して作成することができる。別の例として、クラウドアカウン
トを、プライベートＰａａＳプロバイダとして機能する内部の情報技術部門からのＰａａ
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Ｓサービスを消費している部門またはグループに対して作成することができる。ある実施
の形態に従うと、以下で説明されるクラウドアカウントアドミニストレータロール等の異
なるＰａａＳユーザロールをクラウドアカウントと対応付けてもよい。ある実施の形態に
従うと、ＰａａＳプラットフォーム内において、消費されるリソース、たとえばサービス
とその仮想マシン、データベース、ＤＮＳエントリ、ロードバランサ、およびその他の構
成を、クラウドアカウントと対応付けてもよい。同様に、１人以上のユーザおよびゼロ以
上のサービスをクラウドアカウントと対応付けてもよい。１つのＰａａＳプラットフォー
ムドメインを、１つまたは複数のクラウドアカウント（テナント）と対応付けてもよい。
【００２９】
　サービス定義パッケージ：ある実施の形態に従うと、サービス定義パッケージ（ＳＤＰ
）は、ＰａａＳプラットフォームが特定の種類のサービスを提供するのに必要なすべての
情報を含むパッケージである。たとえば、Fusion Middlewareとともに使用される場合、
各々の種類のFusion Middlewareサービスは、自身のＳＤＰを提供することができる。あ
る実施の形態に従うと、ＳＤＰは、一組の仮想マシン（virtual machine）（ＶＭ）上に
配備されるとサービスの実行インスタンスを含むことになる一組の仮想アプライアンスの
トポロジおよび構成を含む仮想アセンブリ（たとえばＯＶＡＢアセンブリ）を含み、それ
とともに、プラットフォームにインストールされたカスタムコードを含む。たとえば、Fu
sion MiddlewareアプリケーションのＳＤＰは、Fusion Middlewareアプリケーションの実
行インスタンスをサービスとして配備するのに必要なトポロジおよび構成を含むFusion M
iddleware　ＯＶＡＢアセンブリとともに、カスタムコードを含み得る。
【００３０】
　サービスタイプ：ある実施の形態に従うと、サービスタイプは、クラウドアカウントに
対しＰａａＳプラットフォーム内でインスタンス化できるソフトウェア機能を表わしたも
のである。ある実施の形態に従うと、サービスタイプは、ＳＤＰに基づき、システムアド
ミニストレータから供給される追加の構成情報を用いて作成することができる。この構成
情報の一部が、プラットフォームプロダクトのインストールまたはそれが実行されている
企業に特有の値を供給してもよく、その他の構成情報が、ＳＤＰによってサポートされる
オプションの、システムアドミニストレータによる選択を反映してもよい。ある実施の形
態に従うと、異なる構成選択を行なうことによって１つのＳＤＰから複数の（異なる）サ
ービスタイプを作成することができる。
【００３１】
　サービス：ある実施の形態に従うと、サービスは、サービスタイプをインスタンス化し
たものである。１つのクラウドアカウントを複数のサービスと対応付けることができる。
１つのクラウドアカウント内に、１つのサービスタイプについての複数のサービスがあっ
てもよい。ある実施の形態に従うと、サービスは、サービスアドミニストレーションイン
ターフェイスおよびエンドユーザインターフェイス双方を提供する。サービスは、アイデ
ンティティ、データベース、またはこのサービスが必要とする他のサービス特徴と対応付
けることができる。サービスは、１つ以上のＶＭ上で実行するサービスランタイムと対応
付けられる。
【００３２】
　プロバイダタイプ：ある実施の形態に従うと、プロバイダタイプは、サービスではなく
プロバイダをサポートする特殊なサービスタイプである。プロバイダタイプは、システム
アドミニストレータによって、サービスタイプと同じやり方で作成される。上記サービス
タイプと同様、プロバイダタイプは、ＳＤＰに基づき、システムアドミニストレータから
供給される追加の構成情報を用いて作成することができる。同様に、この構成情報の一部
が、プラットフォームプロダクトのインストールまたはそれが実行されている企業に特有
の値を供給してもよく、その他の構成情報が、ＳＤＰによってサポートされるオプション
の、システムアドミニストレータによる選択を反映してもよい。ある実施の形態に従うと
、異なる構成選択を行なうことによって１つのＳＤＰから複数の（異なる）プロバイダタ
イプを作成することができる。
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【００３３】
　プロバイダ：ある実施の形態に従うと、プロバイダは、サービスを特殊化したものであ
る。サービスは一般的にクラウドアカウントアドミニストレータの明示的動作によって作
成されるものであるが、プロバイダは、サービスとは異なり、オンデマンドで作成されて
サービスの依存性を満たすことができる。ある実施の形態に従うと、プロバイダは、プロ
バイダタイプをインスタンス化したものであり、サービスタイプの特定のインスタンスに
よる、プロバイダタイプによって管理されるリソースの使用を表わす。サービスは複数の
プロバイダと対応付けることができる。ある実施の形態に従うと、サービスを作成すると
き、オーケストレーションエンジンが、所望のサービスタイプの要求を、構成されたプロ
バイダタイプの能力と突合せる。次に、オーケストレーションエンジンは、サービスタイ
プに対し、サービスのインスタンスの作成を要求し、プロバイダタイプに対し、このサー
ビスのインスタンスが使用するプロバイダのインスタンスの作成を要求し、このサービス
をプロバイダと関連付ける。
【００３４】
　対応付けリソース：ある実施の形態に従うと、対応付けリソース（プロバイダリソース
）は、サービスが、特定の対応付けに関する構成情報を追跡できるようにする。たとえば
、Ｊａｖａ（登録商標）サービスが２つの異なるデータベースプロバイダと対応付けられ
ている場合、各データベースに対して接続プールを作成する必要がある場合がある。対応
付けリソースは、どの接続プールがどのデータベースと対応付けられているかをＪａｖａ
サービスが追跡することによって、その後オーケストレーションエンジンが対応付けのう
ちの１つを変更することが必要になった場合に、Ｊａｖａサービスはどの接続プールを変
更すればよいかわかっていることになる。
【００３５】
　ランタイム：ある実施の形態に従うと、ランタイムは、サービスまたはプロバイダの機
能を提供するインストールされた運用ソフトウェアアプリケーションを表わしたものであ
る。ある実施の形態に従うと、ランタイムは、場合によっては仮想化および提供サポート
等のＰａａＳプラットフォームによって提供されるファシリティを用いて、ＳＤＰに含ま
れるカスタムコードによって管理される。
【００３６】
　環境：ある実施の形態に従うと、環境は、まとめてグループとして管理できるサービス
およびこれらサービスに対応付けられたプロバイダの集合体である。環境は、アプリケー
ションの実行のためまたはより高いレベルのサービスの提供のために作成することができ
る。環境は、開始、停止、バックアップ、または破壊等の動作を含めて、サービス全体の
集合体に対して動作する能力を提供する。ある実施の形態に従うと、環境は、「対応付け
グループ」および「管理グループ」の機能を提供することができる。
【００３７】
　システムアドミニストレータ（ロール）：ある実施の形態に従うと、システムアドミニ
ストレータは、環境内で実行しているアプリケーションによって利用できるようにされた
リソースを含む、クラウド環境および／またはＰａａＳプラットフォームインフラストラ
クチャおよび環境の、インストール、構成、管理、および維持という役割を担う。たとえ
ば、ある実施の形態に従うと、システムアドミニストレータは、ＳＤＰをダウンロードお
よびインストールして新規／追加のサービスタイプをサポートし、使用するＰａａＳプラ
ットフォームに対して仮想化技術をセットアップまたは構成し、プロバイダをインストー
ルして構成するという役割を担う。
【００３８】
　クラウドアカウントアドミニストレータ（ロール）：ある実施の形態に従うと、クラウ
ドアカウントアドミニストレータは、新規サービスの提供、包括的なサービスプロパティ
（これらのサービス品質（Quality of Service）／ＱｏＳ設定等）の管理とそれらの対応
付け、およびサービスのロックと終了という役割を担う。ある実施の形態に従うと、クラ
ウドアカウントアドミニストレータは、各サービスにサービスアドミニストレータを割当
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てることができる。
【００３９】
　サービスアドミニストレータ（ロール）：ある実施の形態に従うと、サービスアドミニ
ストレータは、提供後の特定のサービスの管理運営という役割を担う。サービスアドミニ
ストレータは、サービスのアドミニストレーションインターフェイスと対話して管理運営
動作を実行することができる。
【００４０】
　アプリケーションデプロイヤ（ロール）：ある実施の形態に従うと、アプリケーション
デプロイヤは、提供されたサービスに対してアプリケーションを配備し、このアプリケー
ションのインストール、構成、および実行という役割を担う。アプリケーションを実行す
るとこのアプリケーションをエンドユーザが利用できるようにしてもよい。
【００４１】
　エンドユーザ（ロール）：ある実施の形態に従うと、エンドユーザは、アプリケーショ
ンデプロイヤがサービスに対して配備したアプリケーションのユーザである。エンドユー
ザは、サービスに対して配備されたアプリケーションによって提供されるユーザインター
フェイスと対話することができる。サービスが公開する機能をユーザが消費するためのイ
ンターフェイスをサービスが提供するのであれば、アプリケーションデプロイヤがアプリ
ケーションを配備しなくても、エンドユーザは、サービスが提供するこのインターフェイ
スを使用することができる。
【００４２】
　図４は、ある実施の形態に従う、アドミニストレーションサーバおよびサービスドメイ
ンを含むＰａａＳプラットフォームコンポーネントをさらに示す。図４に示されるように
、ある実施の形態に従うと、インストールされたＰａａＳプラットフォーム（プラットフ
ォーム）は、アドミニストレーションコンソール５２０、クラウドプラットフォーム提供
／管理ロジック５２１、および仮想アセンブリビルダ（virtual assembly builder）（Ｖ
ＡＢ）デプロイヤ５２２を、アセンブリまたはＶＡＢリポジトリとともにサポートする、
ＰａａＳアドミニストレーションサーバ５０８を含む。
【００４３】
　ある実施の形態に従うと、ＶＡＢデプロイヤは、機能、コンポーネント、またはOracle
 Virtual Assembly Builder（ＯＶＡＢ）等のプロダクトによって提供することができる
。このＶＡＢデプロイヤ（たとえばＯＶＡＢデプロイヤ）を、ＰａａＳプラットフォーム
が使用して、サービスしているアプリケーションをホストするＶＭを管理することができ
る。他の実施の形態に従い、アセンブリビルダの機能またはコンポーネントを提供する他
の手段を用いてもよい。
【００４４】
　ある実施の形態に従うと、ＰａａＳアドミニストレーションサーバは、WebLogic（ＷＬ
Ｓ）サーバアプリケーションとして、たとえばそこに埋込まれてクラウドプラットフォー
ム機能を提供するGlassfishモジュールとともに、実装することができる。サービスアプ
リおよびサービスコンソール５３２を含むサービスドメイン５１０は、最終的にユーザリ
クエストをサービスする、Fusion Middlewareアプリケーション等の企業アプリケーショ
ンを収容するために設けることができる。ある実施の形態に従うと、サービスドメインコ
ンポーネントを、提供リクエストの一部として複数回インスタンス化してもよい。
【００４５】
　ある実施の形態に従うと、ＰａａＳアドミニストレーションサーバおよびサービスドメ
インによって使用されることになるプロバイダサーバタイプ（その例はＬＤＡＰ５２６、
データベース５２７、およびロードバランサ５２８プロバイダを含み得る）を、アドミニ
ストレーションサーバによって提供されていないプールに提供することができる。なぜな
ら、これらはクラウド環境に登録された外部サービスであるからである。ある実施の形態
に従うと、ＰａａＳプラットフォームは、１つのロードバランサプロバイダを利用して、
入来するすべての、たとえばサービスに向けられたウェブリクエストを、転送することが
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できる。たとえば、各サービスを、サービス提供中にロードバランサプロバイダに登録さ
れる仮想ホストネームと対応付けることができ、ＰａａＳプラットフォームは、これらサ
ービスが利用できるデータベースプロバイダのプールを含み得る。その後サービスが提供
されるときに、データベースサービスに対するすべての外部参照を解決することによって
、データベースプロバイダプール内の１つ以上のインスタンスを指示する。
【００４６】
　図５は、ある実施の形態に従う、アドミニストレーションサーバとともにサービス定義
パッケージおよびサービス管理エンジンを使用することを含む、ＰａａＳプラットフォー
ムコンポーネントをさらに示す。図５に示されるように、ある実施の形態に従うと、Ｐａ
ａＳプラットフォーム内での使用に利用できるようにすることをアドミニストレータが希
望する新規企業アプリケーションサービスタイプ（たとえば新規Fusion Middlewareサー
ビスタイプ）を、ＳＤＰからインストールすることができる。
【００４７】
　ある実施の形態に従うと、ＳＤＰは、インターネットを通してダウンロードされてもよ
く、またはその他の手段によって提供されてもよい。各ＳＤＰは、一組の仮想アプライア
ンスのトポロジおよび構成を含むアセンブリ（たとえばＯＶＡＢアセンブリ）を含み、こ
れは、アセンブリが一組のＶＭ上に配備されると企業アプリケーションサービスの実行イ
ンスタンスを含むことになる。各ＳＤＰはこのアセンブリを含むとともに、たとえばエラ
スティシティおよび提供をサポートする際に使用するためにＰａａＳプラットフォームに
注入することができるカスタムコードを含む。ＰａａＳアドミニストレータが対話するサ
ービスタイプ／プロバイダ各々をこのようにしてシステムに登録できる。外部サービス等
のその他のプロバイダサービスタイプは、一般的に予めインストールしておくことができ
る。
【００４８】
　図６は、ある実施の形態に従う、アドミニストレーションサーバと仮想化マネージャの
間の対話を含む、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントをさらに示す。図６に示され
るように、ある実施の形態に従うと、ＶＭマネージャコンポーネント５４１（たとえばＯ
ＶＭマネージャ）は、ＰａａＳプラットフォームによって使用されて、次にサービスアセ
ンブリのインスタンス化に使用されるＶＭ５４２、５４３、５４４のプール５４０を管理
することができる。
【００４９】
　ＰａａＳプラットフォームモジュールから、アセンブリ（または、スケールアップリク
エストの場合は１つのアプライアンス）のインスタンス化のリクエストがなされると、Ｖ
ＡＢデプロイヤアプリケーション（たとえばＯＶＡＢデプロイヤ）は、ＶＭマネージャ（
たとえばＯＶＭマネージャ）と対話することによって、リクエストに応えることができる
。インフラストラクチャ／仮想化の責務をこのようにしてＶＭマネージャおよびＶＡＢデ
プロイヤに委任することによって、ＰａａＳプラットフォームを、ターゲットデプロイメ
ントプラットフォームから取出すことができる。
【００５０】
　図７は、ある実施の形態に従う、マルチテナントサービスドメインを含むＰａａＳプラ
ットフォームコンポーネントをさらに示す。
【００５１】
　図７に示されるように、サービスドメインは、サービスコンソールを用いて構成可能な
複数のテナント５５０、５５１、５５２を含み得る。マルチテナント形態は、仮想化と同
様に、より少ないリソースを用いてより多くのクライアントをサポートできるようにする
、密度の最適化であり、仮想化と同様に、アプリケーションそのものに対して透明でなけ
ればならない。マルチテナント形態には共有リソースの使用が必要であるが、この共有が
アプリケーションの論理モデルの一部である必要はない。これらモデルのことを、「マル
チテナント」および「専用」リソースを使用するものであると言う。
【００５２】
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　それとは別に、ある意味アプリケーションの論理モデルの一部であるリソースをアプリ
ケーションが共有してもよい。たとえば、２つのアプリケーションが、同一データ上で動
作しようとしていることを理由に、意図的に共有データベースにアクセスしてもよい。こ
れらモデルのことを、「共有」および「非共有」リソースを使用するものであると言う。
【００５３】
　ある実施の形態に従うと、いくつかのサービスタイプは、その特定の構成に基づいて、
専用用途およびマルチテナント用途双方をサポートしてもよい。それ以外のサービスタイ
プは、専用用途のみまたはマルチテナント用途のみをサポートしてもよい。同一のランタ
イム上の複数のテナントをサポートすることができるサービスタイプは、サービスタイプ
の構成に基づいて、インスタンス化プロセスの間に、そのランタイムをマルチテナント式
で提供することができる。マルチテナント対応であるものとして既にマーキングされてい
る、インスタンス化された１つのサービスランタイムを、サービスタイプによって決まり
その構成に基づく有限数の追加のサービス提供リクエストに対して再使用する。一般的に
、このテナント形態モードのサポートはサービスアプリケーションに委ねられ、マルチテ
ナントでないサービスアプリケーションは、各サービスインスタンスに対して１つのアカ
ウントしかサポートすることができない。
【００５４】
　サービスが、そのＶＭアセンブリから一旦インスタンス化されると、エンドユーザ５４
６は、このサービスのオンプレミスバージョンと対話するのと同じやり方で、システムお
よびインスタンス化されたサービスと対話することができる。
【００５５】
　図８は、ある実施の形態に従う、クラウドアカウントマネージャを含むＰａａＳプラッ
トフォームコンポーネントをさらに示す。図８に示されるように、ある実施の形態に従う
と、ＰａａＳプラットフォームは、クラウドアカウントマネージャ５７０とともに、クラ
ウドプラットフォームアドミニストレーションサービス（cloud platform administratio
n service）（ＣＰＡＳ）５６０を含み得る。クラウドアカウントマネージャは、アカウ
ント管理等の機能をサポートする役割を担うとともに、特定アカウント用データにアクセ
スするまたはこれを持続するためにＰａａＳプラットフォームのその他モジュール（たと
えばオーケストレーションエンジン／ＳＭＥ５６２、ＣＥＭ５６４、またはアイデンティ
ティ管理サービス５６６）が使用できるフレームワークを提供する役割を担う。
【００５６】
　ある実施の形態に従うと、構成管理コンポーネント５７３は、構成レイヤ５８０を用い
ることによって、アカウント記憶装置５８２に特定アカウント用構成５８３を持続し、そ
の他のファイル５８４を持続することができる。これにより、ＣＰＡＳのさまざまなサー
ビスおよびその他のコンポーネントが、特定アカウント用データにアクセスしこれを操作
することができる。
【００５７】
　ある実施の形態に従うと、アカウント管理モジュール５７４はまた、ＣＰＡＳドメイン
に対するアカウントを管理する機能を提供する。これは、コマンドライン、ＲＥＳＴ、ま
たはその他のアイデンティティ管理アプリケーションプログラムインターフェイス（appl
ication program interface）（ＡＰＩ）５８１の使用を通して公開することができる。
各アカウントは複数のユーザを有し得る。ある実施の形態に従うと、ユーザは、ＰａａＳ
プラットフォームによって管理されるアイデンティティ記憶装置５８６において管理され
てもよく、これに代えて、外部（たとえば企業）ＬＤＡＰからまたはユーザＩＤの別の手
段から提供されてもよい。
【００５８】
　ある実施の形態に従うと、ユーザは、アドミニストレーションインターフェイス５７２
を通してクラウドアカウントマネージャにアクセスできる。アカウントおよび構成データ
を、ＣＰＡＳクラスタのすべてのノードからアクセス可能なファイルシステムまたはその
他の記憶手段に格納することもできる。
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【００５９】
　サービス定義パッケージ（ＳＤＰ）
　図９は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントにおけるサ
ービス定義パッケージの使用を示す。ある実施の形態に従うと、サービス定義パッケージ
（ＳＤＰ）は、特定の企業アプリケーションコンポーネント（たとえばFusion Middlewar
eコンポーネント）をサービスタイプとしてＰａａＳプラットフォームに与えるために用
いる手段である。
【００６０】
　ある実施の形態に従うと、ＳＤＰは一般的に以下の特性を有する。すなわち、ＳＤＰは
、特定の企業アプリケーションコンポーネントに対して容易に作成することができ、さま
ざまな仮想化技術（たとえばＯＶＭ、Amazon、ＫＶＭ、またはVirtualBox）に対して配備
することができ、非仮想化環境（たとえばラップトップモード）に対して配備することが
でき、予め提供されたサービスタイプまたはプロバイダに対するサポートを含む。
【００６１】
　図９に示されるように、ある実施の形態に従うと、各ＳＤＰ５９２、５９６は、バイナ
リ５９３、５９７と、メタデータ５９４、５９８（たとえばＳＤＡの名称、サービスタイ
プ、バージョン、ベンダ、または、ＳＤＰがＯＶＡＢ、ＥＣ２もしくはNativeをサポート
するか否かの表示等の仮想化サポートメタデータ）と、ＰａａＳプラットフォームまたは
クラウド環境内でＳＤＰを使用できるようにする１つ以上のプラグイン５９５、５９６と
を含み得る。ある代表的な実施の形態に従うと、各ＳＤＰは以下のものも含み得る。
【００６２】
　　特定の仮想化プロバイダ（たとえばＯＶＡＢ）上にサービスをインストールするため
に使用できる、アセンブリ、リファレンス、パッケージ、アーカイブまたはテンプレート
、ＳＤＰ内でバンドルされたアセンブリ、または、アセンブリに対するリファレンス（た
とえばＥＣ２固有のリファレンス）。
【００６３】
　　エラスティシティメトリック収集部またはアラート等のＰａａＳプラットフォーム機
能をサービスとともに使用できるようにする、サービスタイプに対するサービス管理プラ
グインまたはＳＭＥプラグイン。
【００６４】
　　そのアセンブリおよびリハイドレーション（rehydration）プロセス中にＶＡＢデプ
ロイヤ（たとえばＯＶＡＢデプロイヤ）とともに使用するプラグイン。
【００６５】
　　対応付けルールまたは対応付けに関する他のアーティファクト（artifact）等の、サ
ービスプロバイダに関する依存性情報、たとえば、データベースプロバイダとの対応付け
にはデータベーススキーマまたは適切なテーブル等の情報が必要な場合がある。
【００６６】
　場合によってはさらにサービス構成およびサービスランタイム構成メタデータに細分さ
れ得る構成メタデータ。
【００６７】
　　サービスアドミニストレータ（たとえばＷＬＳアドミニストレーションサーバＵＲＬ
）によって使用されるサービスアドミニストレーションインターフェイスまたはＵＲＬパ
ターン等のアクセスインターフェイス。
【００６８】
　　サービスおよびそのランタイムとともに使用するサービスメタデータの品質。
　　異なるコンポーネントに対するスケーラビリティ限度等のスケーラビリティメタデー
タ、たとえば、アセンブリ内の異なるアプライアンスに対するスケーラビリティ限度を定
めることができ、これらスケーラビリティ限度は、適切なスケーリングおよびハンドリン
グのために、システムアドミニストレータまたはクラウドアカウントアドミニストレータ
およびエラスティシティマネージャに公開される。
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【００６９】
　　サービスがマルチテナントサービスなのか専用サービスなのか等の、サポートされる
テナント形態モデルの表示。
【００７０】
　　サービスとともに使用するセキュリティテンプレート／証明。
　ＳＤＰの内容の代表的な実施の形態の上記説明は、ＳＤＰの中に含めることができる種
類の情報のうちのいくつかを説明するものとして設けている。他の実施の形態に従い、異
なるおよび／またはその他の種類の情報をＳＤＰに含めてもよい。
【００７１】
　ある実施の形態に従うと、ＰａａＳシステムアドミニストレータがサービスタイプとし
ての特定の企業アプリケーションまたはその他のソフトウェアコンポーネントに対するサ
ポートを提供するために、このシステムアドミニストレータは、特定のサービスタイプに
対するＳＤＰをダウンロードしてこのＳＤＰをＰａａＳプラットフォームにインストール
することができる。
【００７２】
　ある実施の形態に従うと、ＳＤＰをインストールすると、たとえばＯＶＡＢアセンブリ
をＯＶＡＢリポジトリにインストールすることになり、適切なＳＭＥプラグインがクラウ
ドプラットフォームに登録され、メトリック収集部、アラート、および動作がＰａａＳプ
ラットフォームにインストールされる。システムアドミニストレータがＳＤＰをインスト
ールすると、その後、クラウドアカウントアドミニストレータが、クラウドアカウントア
ドミニストレーションインターフェイスを用いてそのタイプのサービスをリクエストする
ことができる。サービスとは特定のサービスタイプを実現したものである。
【００７３】
　たとえば、Fusion Middlewareコンポーネントの場合、Fusion Middlewareコンポーネン
トの各バージョンは、別々のＳＤＰを有し得る。クラウドアカウントアドミニストレータ
／サービスアドミニストレータが、Fusion Middlewareコンポーネントの新バージョンに
アップグレードしようとする場合、ＳＤＰの新バージョンを選択すればよい。たとえば、
ＳＯＡスイート１１ｇ、およびＳＯＡスイート１２．１．３をサポートできるようにする
には、ＳＯＡスイートプロダクトのこれら２つのバージョンに対して別々のＳＤＰがあれ
ばよい。
【００７４】
　ある実施の形態に従うと、たとえば以下のようにしてＳＤＰをｚｉｐまたはｊａｒファ
イルとしてパッケージングすることができる。
【００７５】
【数１】

【００７６】
　個々の実装に応じて、ＳＤＰを他のファイルフォーマットとしてパッケージングするこ
ともできる。図９に示されるように、ある実施の形態に従うと、ＳＤＰがＰａａＳプラッ
トフォームドメインにインストールされると、これはその後ＳＤＰマネージャ５９０によ
って消費される。ＳＤＰマネージャは、ローカルシステムへのインストールに利用できる
ＳＤＰのリストを取得し、必要であればＳＤＰをダウンロードしてこのＳＤＰのパーツを
正しい場所にインストールし、インストール済のＳＤＰのリストを維持し、必要であれば
インストールされている／前にインストールされていた場所からＳＤＰのパーツすべてを
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アンインストールすることによってＳＤＰをアンインストールする、という役割を担う。
【００７７】
　ある実施の形態に従うと、ＳＤＰマネージャは、既存バージョンのＳＤＰをパッチする
ことに加えて、複数バージョンの所与のＳＤＰ（たとえばＳＯＡ１１およびＳＯＡ１２）
をサポートする。一般的に、（以下でさらに詳細に説明されるように）ＳＤＰがパッチさ
れると、これは、ＰａａＳインフラストラクチャ内のＳＤＰに関連するインストール済の
コンポーネントにしか影響せず、そのサービスタイプのサービスには影響しない。
【００７８】
　ある実施の形態に従うと、ＳＤＰマネージャは、ＰａａＳシステムを、ＳＤＰファイル
のフォーマットから分離する。ＰａａＳプラットフォームアーキテクチャの他のパーツが
正確なＳＤＰファイルフォーマットを認識している必要はない。ＳＤＰマネージャは、Ｓ
ＭＥプラグインをＣＰＡＳにインストールすることによって、他のシステムコンポーネン
トとインターフェイスすることができ、そうすると、ＣＰＡＳが担い得る役割は、ＳＭＥ
プラグインをクラスタ内の他のＣＰＡＳインスタンスに複製し、ＶＡＢアセンブリ６０２
、６０４（たとえばＯＶＡＢアセンブリ）をＶＡＢデプロイヤ（たとえばＯＶＡＢデプロ
イヤ）にインストールし、Enterprise Manager等の他のツールとインターフェイスして、
サービスに対するカスタマイズされたコンソールインターフェイスを、サービスがそれを
提供するのであれば、提供し、サービスに対する構成データをＣＰＡＳにインストールす
ることである。
【００７９】
　その後、サービスの実現化６０６中に、サービス６１０を、ＳＤＰによって定義される
サービスタイプのインスタンスとして実現しアセンブリとしてＶＡＢリポジトリにインス
トールすることができる。
【００８０】
　図１０は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントでサービ
ス定義パッケージを使用するためのプロセスのフローチャートである。図１０に示される
ように、ステップ６１２で、クラウド環境と、そこで実行するＰａａＳプラットフォーム
コンポーネント（ＰａａＳプラットフォーム）とを含む、１つ以上のコンピュータを提供
する。
【００８１】
　ステップ６１４で、プラットフォームコンポーネントで使用する１つ以上のサービス定
義パッケージを提供し、各サービス定義パッケージは、アプリケーションバイナリコンポ
ーネントとメタデータとを含む。
【００８２】
　ステップ６１６で、上記１つ以上のサービス定義パッケージをパースして、如何にして
特定の企業アプリケーションコンポーネントをプラットフォームコンポーネント内のサー
ビスタイプとして与えることができるかを決める、この特定の企業アプリケーションコン
ポーネントについてのサービス特性および要求を求める。
【００８３】
　ステップ６１８で、クラウド環境内で使用するために、対応する企業アプリケーション
コンポーネントをサービスタイプとしてプラットフォームコンポーネント内に提供する。
【００８４】
　サービス管理エンジン（ＳＭＥ）
　図１１は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントにおける
サービス管理エンジンの使用をさらに示す。
【００８５】
　一般的に説明すると、ある実施の形態に従い、サービス管理エンジン（ＳＭＥ）は、任
意のサービスタイプをシステム内にプラグする包括的な手段を提供する。たとえば、ＳＭ
Ｅは、特定サービス向けの、サービスタイプまたはプロバイダタイプに関する、提供、ラ
イフサイクル、管理、およびモニタリングサポートすべてを処理する。オーケストレーシ
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ョンエンジン（orchestration engine）（ＯＥ、以下でさらに詳細に説明）は、特定のサ
ービスにとらわれずに、完全にＳＭＥに依存してすべてのサービス関連動作を扱う。
【００８６】
　ある実施の形態に従うと、ＰａａＳプラットフォームドメイン内に、いくつかの異なる
クラスのＳＭＥが存在する場合がある。たとえば、プロバイダＳＭＥを提供して、Ｐａａ
Ｓプラットフォームドメイン内でサポートされる異なるプロバイダを扱うことができる。
サポートできるプロバイダのタイプの例は、Database、Web-Tire、およびIdentity-Manag
ementプロバイダを含む。ある実施の形態に従うと、プロバイダＳＭＥは、プロバイダＳ
ＤＰからプロバイダタイプを作成することによって、企業内の既存の外部サービスを指示
するように構成される。プロバイダＳＭＥも、作成しているサービスとの対応付けおよび
対応付け解除の一部として必要となり得るスキーマ管理等のすべての動作の責任を担う。
プロバイダＳＭＥは、一般的にはプロバイダタイプによって指示された外部サービスの提
供（provisioning）、提供解除（unprovisioning）、または管理を扱うように構成されて
いないが、プロバイダＳＭＥを、そのように構成することもできる。
【００８７】
　ある実施の形態に従うと、サービスＳＭＥをＳＤＰを用いてＰａａＳプラットフォーム
ドメインに追加することができる。たとえば、サービスＳＭＥを、適切なＳＤＰをインス
トールすることによって、ＰａａＳプラットフォームドメイン内に動的に取込むことがで
きる。ある実施の形態に従うと、ＳＤＰマネージャは、ＳＤＰ内でＰａａＳプラットフォ
ームドメインとバンドルされたサービスＳＭＥのインストール／登録を扱う。そうすると
、登録された一組のサービスＳＭＥは、クラウドアカウントアドミニストレータが利用で
きるサービスタイプとなりサービスを作成する。
【００８８】
　ある実施の形態に従うと、ＰａａＳプラットフォームドメイン内でサポートされる各サ
ービスタイプは、特定のサービスＳＭＥにマップする。サービスＳＭＥは、そのサービス
に関する、スパニング作成、モニタリング、管理、パッチ、アップグレード、および削除
等のサービス関連アクティビティすべてを扱う。ある実施の形態に従うと、ＳＭＥによっ
て実装される契約を、サービス管理インターフェイス（service management interface）
（ＳＭＩ）と呼び、これは、サービスのモニタリング、パッチ、およびアップグレードに
対するサポートを定義する。
【００８９】
　ある実施の形態に従うと、オーケストレーションエンジンは、プロバイダおよびサービ
スＳＭＥと対話することによって、ＰａａＳプラットフォームドメイン内のサービスを作
成する。オーケストレーションエンジンは、サービスの作成を「振り付け（choreograph
）」するが、すべてのサービスレベルアクティビティはＳＭＥによって扱われる。図１１
に示される例では、ＯＶＡＢを仮想化プロバイダとして用いるとき、ＯＶＡＢデプロイヤ
との対話はすべて仮想化ＡＰＩ（たとえばＯＶＡＢクライアントＡＰＩ）によって扱われ
る。ある実施の形態に従うと、オーケストレーションプロセスはしたがって次のように進
行する。
【００９０】
　　クラウドアカウントアドミニストレータが、たとえばＰａａＳプラットフォームドメ
イン内の利用できるＳＯＡサービス６２０、６２２を発見し、この例ではＳＯＡサービス
の作成を開始する。
【００９１】
　　オーケストレーションエンジンは、システム内の利用できるサービスＳＭＥすべてに
ついて処理を繰返し、どのサービスＳＭＥがこのサービスタイプ６２４を扱うことができ
るか判断する。この例において、オーケストレーションエンジンは、この例ではＳＯＡ　
ＳＭＥがＳＯＡサービスの作成を扱うものであることを発見する。
【００９２】
　　次に、オーケストレーションエンジンは、ＳＯＡ　ＳＭＥに、ＳＭＥ６２５に関する
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すべてのプロバイダ依存性を取得させる。この例において、ＳＯＡ　ＳＭＥは、データベ
ースおよびロードバランサプロバイダ依存性をリターンする。
【００９３】
　　次に、オーケストレーションエンジンは、ＳＯＡ　ＳＭＥについて、ゲットユーザ（
get-user）または同様の構成可能なプロパティ関数をコールし、これらプロパティをユー
ザインターフェイスまたはＧＵＩ内で公開して、クラウドアカウントアドミニストレータ
が必要に応じてプロパティを編集できるようにする。
【００９４】
　　次に、ユーザ提供入力が、ＳＯＡ　ＳＭＥに与えられる。この例ではＯＶＡＢが使用
されているので、ユーザが提供した入力を用いてＯＶＡＢデプロイメントプランをアップ
デートすることができる。
【００９５】
　　オーケストレーションエンジンは、ＳＯＡ　ＳＭＥと、それが依存するプロバイダＳ
ＭＥとの間の予備提供（preprovisioning）の対応付けを実行する。たとえば、オーケス
トレーションエンジンは、ＳＯＡ　ＳＭＥとデータベースプロバイダＳＭＥとの間の予備
提供の対応付けを実行し、その結果、デプロイメントプランにデータベースプロバイダ構
成が含められ、それに加えて、ＳＯＡサービスが必要とするスキーマおよびテーブルが作
成される。
【００９６】
　　予備提供の対応付けが完了すると、オーケストレーションエンジンは、ＳＯＡ　ＳＭ
Ｅ６２６に、ＳＯＡサービスを提供させる。この時点で、デプロイメントプランは、ネッ
トワーク構成を除いて概ね完成している。アップデートされたデプロイメントプランは、
アセンブリＩＤとともに、ＯＶＡＢ　ＡＰＩに渡すことができ、これは、デプロイメント
プランを、残りのネットワーク構成で埋める処理を行なう。次に、オーケストレーション
エンジンは、ＯＶＡＢデプロイヤのウェブサービスＡＰＩをコールしてＯＶＡＢアセンブ
リを提供することができる。アセンブリが提供されると、仮想マシン情報すべてが取出さ
れてＳＯＡ　ＳＭＥに戻され、そうすると、ＳＯＡ　ＳＭＥはこの情報をオーケストレー
ションエンジンに戻す。オーケストレーションエンジンは、後に使用するためにこの情報
を持続してもよい。
【００９７】
　　次に、オーケストレーションエンジンは、ＳＯＡ　ＳＭＥとこれが依存するプロバイ
ダＳＭＥとの間の事後提供（post-provisioning）の対応付けを実行する。たとえば、Ｓ
ＯＡ　ＳＭＥとロードバランサプロバイダＳＭＥとの間の事後提供の対応付けにより、仮
想サーバが作成されて、このＳＯＡサービスに対するリクエストを処理しこれらを適切に
ルーティングする。
【００９８】
　　最後に、サービス作成のステータスがクラウドアカウントアドミニストレータにリタ
ーンされる。
【００９９】
　ＯＶＡＢデプロイヤをデプロイアセンブリの手段として用いＳＯＡサービスおよびＳＯ
Ａ　ＳＭＥをＳＭＥの例として用いるオーケストレーションプロセス、ならびにデータベ
ースとロードバランサプロバイダとの対応付けに関する上記説明は、代表的なオーケスト
レーションプロセスを説明するために設けたものである。他の実施の形態に従い、異なる
および／または他の種類の、たとえば、ＶＡＢデプロイヤ、ＳＭＥ，およびプロバイダを
使用してもよい。
【０１００】
　図１２は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントでサービ
ス管理エンジンを使用するためのプロセスのフローチャートである。図１２に示されるよ
うに、ステップ６３０で、クラウド環境と、そこで実行するＰａａＳプラットフォームコ
ンポーネント（ＰａａＳプラットフォーム）とを含む、１つ以上のコンピュータを提供す
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る。
【０１０１】
　ステップ６３２で、オーケストレーションエンジンと通信し、１つ以上の、サービスタ
イプの提供、ライフサイクル管理、およびモニタリングを含む、サービスタイプとしてサ
ービスを提供することに使用される、１つ以上のサービス管理エンジンを提供する。
【０１０２】
　ステップ６３４で、特定のサービスタイプをクラウド環境内で使用するために提供する
と判断する。
【０１０３】
　ステップ６３６で、サービス管理エンジンを用いて、プラットフォームコンポーネント
自体の構成および／またはサービス定義パッケージをパースし、プラットフォームコンポ
ーネントの構成および／またはサービス定義パッケージの内容に従って、１つ以上の異な
るサービスタイプとしてサービスを提供する。
【０１０４】
　ステップ６３８で、対応するサービス管理エンジンを、プラットフォームコンポーネン
ト内で上記特定のサービスタイプをサポートするように構成する。
【０１０５】
　オーケストレーションエンジン
　図１３は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントにおける
オーケストレーションエンジンの使用をさらに示す。
【０１０６】
　ある実施の形態に従うと、オーケストレーションエンジン（ＯＥ）は、サービス作成、
プロバイダ依存性の解決、サービスとプロバイダの対応付け、および一般的にはＰａａＳ
プラットフォーム内におけるサービスの最初から最後までのライフサイクル管理を可能に
する。特に、オーケストレーションエンジンは、サービスを作成または管理しながら、Ｐ
ａａＳプラットフォームドメイン内のさまざまなコンポーネントの間の対話すべてをコー
ディネートし、プラットフォーム内のさまざまなサービスタイプに関するＳＭＥのプラガ
ビリティを可能にし、プラットフォーム内の利用できるものの中から適切なＳＭＥを選択
することによってサービスの提供を支援する。オーケストレーションエンジンはまた、Ｄ
Ｂプロバイダ、ＩＤＭプロバイダ、およびＬＢプロバイダ等のプロバイダの構成の管理を
支援する。
【０１０７】
　ある実施の形態に従うと、オーケストレーションエンジンは、サービス作成の一部とし
て、適切なプロバイダ（プロバイダＳＭＥ）を選択しプロバイダとサービスの間の対応付
けをコーディネートすることによって、サービスのプロバイダ依存性等のサービスの依存
性すべてが確実に満たされるようにする。対応付けという作業は、予備提供および／また
は事後提供フェイズ中に実行できる。ＳＭＥのインストールおよび構成と言う作業は、Ｓ
ＤＰマネージャによって、予めパッケージングされたサービスタイプまたはカスタマイズ
されたサービスタイプの登録の一部として実行できる。オーケストレーションエンジンは
、サービスの提供作業中にコンソールを通してクラウドアカウントアドミニストレータに
よって構成できるデプロイメントプラン構成の公開を支援する。
【０１０８】
　ある実施の形態に従うと、オーケストレーションエンジンは、その「サービス作成」作
業およびその他のライフサイクル関連活動についてのＰａａｓプラットフォームの要求に
一致する一組のフェイズおよびタスクを認識する。また、オーケストレーションエンジン
は、拡張可能に、かつ、オーケストレーションエンジンによって管理されるすべての動作
におけるフェイズおよびタスクの構成を可能にするように、設計されている。
【０１０９】
　仮想化環境内でのサービスの提供および管理は、時間がかかる作業であることが多く、
一般的には非同期方式で実行する必要がある。システムはまた、過渡的な（または再試行
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可能な）失敗を処理し提供活動を継続することができなければならない。ある実施の形態
に従うと、アドミニストレータはオンデマンドでこのような非同期活動のいずれかをクエ
リまたはモニタリングすることができる。開始された作業すべての進行状態を判断、表示
、および記録するために、提供、提供解除等の作業に対して一意識別子を与えてもよい。
【０１１０】
　ある実施の形態に従うと、オーケストレーションエンジンはまた、タスクのレジリエン
シに基づいてタスクの再試行または作業のロールバックを助ける。このタスクまたはフェ
イズにマーカ（注釈）を付けてレジリエンシレベルおよび補償作業を示してもよい。
【０１１１】
　ある実施の形態に従うと、オーケストレーションエンジンは、ＰａａＳプラットフォー
ムドメイン内の他のコンテナによってまたはアドミニストレータによって開始できるすべ
てのサービス管理、モニタリング、スケーリング作業に対するゲートウェイとして機能す
る。たとえば、エラスティシティエンジン（以下でさらに詳細に説明）は、オーケストレ
ーションエンジンと通信して、サービスのＱｏＳ構成に基づき、サービスを管理、モニタ
リング、およびスケーリングする。オーケストレーションエンジンはまた、サービスのダ
ウンタイムの回避に役立つローリング方式でアクティブシステム内で実行することができ
るパッチおよびアップグレード等のサービスメンテナンス作業において、役割を果たすこ
ともできる。このような作業は、段階的に対応付けの解除または再対応付けを必要とする
場合がある。
【０１１２】
　ある実施の形態に従うと、クラウドアカウントアドミニストレータによって作成された
サービスは、特定のクラウドアカウント（テナント）にとってのみ、可視でアクセス可能
であり、ＰａａＳプラットフォームドメイン内の他のクラウドアカウントからは分離され
る。ある実施の形態に従うと、このような分離は、クラウドアカウント管理モジュールに
よって支援されてオーケストレーションエンジンが提供できるものである。サービス構成
、ステータスおよびアクセシビリティの格納および管理は、クラウドアカウントデータ記
憶装置を別々にすることによって行なうことができる。マルチテナントモデルおよび専用
テナント形態モデル双方を１つのプラットフォームドメイン内でサポートすることができ
る。オーケストレーションエンジンは、サービスメタデータ内に与えられたプリファレン
スに基づいて、必要なテナント形態レベルをサポートする適切なプロバイダタイプを選択
する。同様に、マルチテナントモデルおよび専用テナント形態モデルは、サービスに関し
て、マルチテナントサービスランタイプに基づいて、または、サービス毎の専用サービス
ランタイムに基づいてサポートすることができる。
【０１１３】
　ある実施の形態に従うと、ＳＭＥをオーケストレーションエンジンに登録して、サービ
スの所与の「ファミリー」（たとえば「データベース」）に対する複数のＳＭＥがシステ
ム内に存在するようにしてもよい。クラウド毎のアカウントベースで特定のサービスファ
ミリーに対してデフォルトＳＭＥを構成することも可能である。
【０１１４】
　図１３に示されるように、ある実施の形態に従うと、ＣＰＡＳの仮想化特徴は主として
ＶＡＢデプロイヤ（たとえばＯＶＡＢデプロイヤ）の周りに構築され、ＶＡＢアセンブリ
（たとえばＯＶＡＢアセンブリ）は提供ユニットである。他の実施の形態に従い、ＣＰＡ
Ｓがこれに代わる仮想化ソリューションをサポートしてもよい。
【０１１５】
　ある実施の形態に従うと、オーケストレーションおよびサービス管理コンポーネントは
、仮想化サービス６４０、プラグイン６４２、およびサポートされる基本的な仮想化作業
を抽出する仮想化ＡＰＩ６４６を通して、仮想化レイヤとインターフェイスすることがで
きる。ＯＶＡＢを使用するある実施の形態に従うと、このＡＰＩは、ＯＶＡＢデプロイヤ
がアセンブリ作成のタスクを実行できるようにするＯＶＡＢデプロイヤインターフェイス
であってもよい。ＯＶＡＢ等のプロダクトは、ExaLogic等のコンピュータハードウェアマ
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シンに加えてＯＶＭ等の仮想化プロバイダをサポートする。ＯＶＡＢデプロイヤ等のプロ
ダクトはまた、プラグインの開発によりＥＣ２等のさらに他の仮想化技術をサポートでき
るようにするＳＰＩを提供する。ある実施の形態に従うと、オーケストレーションエンジ
ン／ＳＭＥは、アセンブリのアップロードおよび配備を、そのライフサイクルの管理に加
えて、ＯＶＡＢ仮想化ＡＰＩを通して行なうことができる。
【０１１６】
　ある実施の形態に従い、開発者／デモのシナリオをサポートするために、システムは、
本来のＯＳプロセス（すなわち仮想化なし）上で実行できる限定されたソリューションを
実現することもできる。この機能は、仮想アセンブリサービスＳＰＩの一部を実現する物
理的プラグインを提供することによって実現できる。
【０１１７】
　図１４は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントでオーケ
ストレーションエンジンを使用するためのプロセスのフローチャートである。図１４に示
されるように、ステップ６５０で、クラウド環境と、そこで実行するＰａａＳプラットフ
ォームコンポーネント（ＰａａＳプラットフォーム）とを含む、１つ以上のコンピュータ
を提供する。
【０１１８】
　ステップ６５２で、プラットフォームコンポーネントで使用する、１つ以上のサービス
定義パッケージを受け、各サービス定義パッケージは、特定の企業アプリケーションコン
ポーネントについて、如何にしてこの特定の企業アプリケーションコンポーネントをプラ
ットフォームコンポーネント内のサービスタイプとして与えることができるかを定義する
。
【０１１９】
　ステップ６５４で、プロセスは、サービス定義パッケージ内で、一組の仮想アプライア
ンスについてのトポロジおよび構成を定義する仮想アセンブリを決定する。
【０１２０】
　ステップ６５６で、特定のサービスタイプが、クラウド環境内で使用するために提供さ
れるものであると判断し、対応するサービス管理エンジンを、プラットフォームコンポー
ネント内でこれら特定のサービスタイプをサポートするように構成する。
【０１２１】
　ステップ６５８で、プロセスは複数のサービス管理エンジンと通信して、サービス作成
の流れ、プロバイダ依存性の解決、サービスとプロバイダの対応付け、およびクラウド環
境内でのサービスのライフサイクル管理を制御する。
【０１２２】
　エラスティシティマネージャ
　図１５は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントにおける
エラスティシティマネージャの使用をさらに示す。
【０１２３】
　図１５に示されるように、ある実施の形態に従うと、環境マネージャ６６２を含むクラ
ウドエラスティシティマネージャ６６０は、メトリック収集部６６４、６６５およびアラ
ート６７０を使用することによって、環境内で実行しているサービスの健全度を求めるこ
とができる。環境の状態が求められると、クラウドエラスティシティマネージャは適切な
アクション６７２を起こすことができる。ある実施の形態に従うと、これらメトリック収
集部、アラート、およびアクションを、ＨＫ２契約として提供して、これら一組のメトリ
ック収集部、アラート、およびアクションを拡張可能にしてもよい。
【０１２４】
　ある実施の形態に従うと、メトリック収集部は、サービスに関するメトリックデータを
周期的に集めて維持するオブジェクトである。たとえば、メトリック収集部は、使用メモ
リおよびコミットメモリ等のヒープ統計を周期的に集めるものであってもよい。別のメト
リック収集部は、ＣＰＵ使用に関するメトリックを周期的に収集するものであってもよい
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。一般的に、メトリック収集部は、何らかのリソース使用状態に関する情報を提供する。
メトリックは、外部モニタリングツールによって提供されてもよく、メトリック収集部オ
ブジェクトでなくてもよい。ある実施の形態に従うと、クラウドエラスティシティマネー
ジャは、任意のＪａｖａビーンコンポーネントが、アラート生成に使用するメトリックデ
ータを提供できるようにする。
【０１２５】
　ある実施の形態に従うと、アラートオブジェクトは、ある期間にわたり１つ以上のメト
リック収集部によって収集されたメトリックデータを解析することにより、環境内のサー
ビスの健全度を周期的に検査する。たとえば、アラートは、過去１０分間のＣＰＵの使用
を調べることによって環境がストレスを受けているか否か判断してもよい。アラートは、
サービスまたは環境の状態を判断した後、電子メールの送信、メッセージのロギング、イ
ベントの送信、またはサービスのスケールアップもしくはスケールダウン等の何等かのア
クションを実行することができる。ある実施の形態に従うと、アラートは複数のアクショ
ンを起こすことができる。
【０１２６】
　ある実施の形態に従うと、クラウドエラスティシティマネージャは、アラートをＥＬ表
現として特定できるようにする統一表現言語（Expression Language）（ＥＬ）エンジン
６６８を含み得る。ＥＬ表現はまた、その表現の中でメトリック収集部およびアラートを
使用することができる。ある実施の形態に従うと、クラウドエラスティシティマネージャ
はまた、外部ＥＬリゾルバオブジェクト６６７を登録できるようにし、これにより、MBea
nまたはPOJO等の他のタイプのオブジェクトを表現内で使用できる。
【０１２７】
　メトリック収集部、アラートおよびアクションは通常、何らかの構成データを必要とす
る。たとえば、メトリック収集部は、メトリックデータを保持すべき期間を特定する何ら
かの構成データを必要とする場合がある。同様に、アラートは、しきい値を特定する何ら
かの構成データを必要とする場合がある。ある実施の形態に従うと、クラウドエラスティ
シティマネージャは、クラウドアカウントマネージャに依存してこのような構成データを
持続する。ここでも、構成データは、ＨＫ２に基づくことによって容易に拡張できるよう
にしてもよい。
【０１２８】
　図１６は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントでエラス
ティシティマネージャを使用するためのプロセスのフローチャートである。図１６に示さ
れるように、ステップ６７３で、クラウド環境と、そこで実行するＰａａＳプラットフォ
ームコンポーネント（ＰａａＳプラットフォーム）とを含む、１つ以上のコンピュータを
提供する。
【０１２９】
　ステップ６７４で、オーケストレーションエンジンは、クラウド環境内で使用する提供
すべき特定のサービスタイプを決定し、プラットフォームコンポーネント内で対応するサ
ービス管理エンジンを構成することによって、これら特定のサービスタイプをサポートす
る。
【０１３０】
　ステップ６７６で、エラスティシティマネージャは、プラットフォームコンポーネント
内のサービスの健全度を求め、イベントの検出、アラートの発行、および／またはオーケ
ストレーションエンジンに対しサービスライフサイクルを管理するよう通知することを含
む、適切なアクションを起こす。
【０１３１】
　ステップ６７７で、１つ以上のメトリック収集部オブジェクトは、サービスリソースの
使用に関するメトリックデータを周期的に集めて維持し、一方、１つ以上のアラートオブ
ジェクトは、ある期間にわたり１つ以上のメトリック収集部によって収集されたメトリッ
クデータを解析することにより、環境内のサービスの健全度を周期的に検査する。
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【０１３２】
　ステップ６７９で、エラスティシティマネージャは、サービスライフサイクルを管理し
て特定のサービスに対する増大した需要を含む要求に応えるように構成される。
【０１３３】
　ＳＤＰのアップデートおよびパッチ
　図１７は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントにおいて
サービス定義パッケージをパッチすることをさらに示す。ある実施の形態に従うと、サー
ビスを周期的にメンテナンスすることによって、これらサービスが、たとえばバグの修復
、セキュリティアップデートおよび構成変更に対して最新状態であることを保証すること
ができる。均一環境の保証を支援するためには、サービスを同じ組のパッチおよび構成ア
ップデートによって適時アップデートする必要がある。
【０１３４】
　ある実施の形態に従うと、アップデートは、システムに対して行なわねばならない変更
であると定義される。アップデートの例は、セキュリティパッチの適用、コンポーネント
のアップグレード、または構成値の変更を含む。アップデートの種類に応じて、ダウンタ
イムを必要とするアップデートと、ダウンタイムを必要としないアップデートがある場合
がある。システムはこれらの状況双方を考慮すればよい。
【０１３５】
　ある実施の形態に従うと、アップデートは、ハードアップデート、すなわちサービスダ
ウンタイムを必要とするアップデート（たとえばミドルウェアに対するパッチ、オペレー
ティングシステム（ＯＳ）のアップデート等）、またはサービス再起動と、ソフトアップ
デート、すなわちシステムダウンタイムを必要としないアップデート（たとえば何らかの
構成変更）とを含み得る。
【０１３６】
　ソフトアップデートはダウンタイムを回避するが、それと引き換えにサービス安定性が
犠牲になる。この点で、システムアドミニストレータがアップデートを適切にカテゴライ
ズすることが重要である。すべてのサービスがアップデートされて環境を均一に保ち、か
つ、メンテナンスウィンドウが制限されてサービスすべてが適切にアップデートされるこ
とを保証することも重要である。
【０１３７】
　ある実施の形態に従うと、メンテナンスウィンドウは、アップデートが特定のサービス
に適用されるときの時間枠であると定義される。異なるサービスそれぞれに異なるメンテ
ナンスウィンドウがあってもよい。一般的に、アップデートの種類に応じて、メンテナン
スウィンドウの中で以下のアクションのうちの１つ以上が起こる、すなわち、サービスの
ロックアウト（通常はハードアップデートの場合のみ）、サービスのバックアップ、ＯＳ
アップデートのうちいずれかまたはすべての適用、システム構成変更の実行、企業アプリ
ケーション、たとえばFusion Middlewareコンポーネントに対するパッチの適用、サービ
ス構成変更の実行（たとえばスレッドのチューニング、ＩＯタイムアウト等）、他の非標
準コンポーネントに対するアップデートの実行、サービスＶＭの再起動、健全度検査の実
行、および／またはパブリックアクセスに対するサービスの開放のうちの、１つ以上が起
こる。
【０１３８】
　ソフトアップデートの場合、上記ステップすべてが必要とは限らないであろう。しかし
ながら、ソフトアップデートは、サービスアクセスが最小のとき（たとえば夜間）に適用
することがやはり好ましい。アップデートの中にはサービスランタイムの再始動または再
起動を必要としないものもあるが、一般的にはサービスをホストするＶＭを再起動してク
リーンな状態を提供することが推奨される。
【０１３９】
　ある実施の形態に従うと、サービスのアップグレードは、コンポーネントのうちの１つ
以上に主要な変更がなされることを除いて、ハードアップグレードと同様である。この主
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要な変更は、異なるバージョンのソフトウェアコンポーネントのインストール、ソフトウ
ェアコンポーネントのマイナーなバージョンアップグレード、または構成のマイグレーシ
ョンのうちの１つ以上を含み得る。
【０１４０】
　ある実施の形態に従うと、アップグレードされているコンポーネントが、必要なツール
を提供しマイグレーションのシナリオを自動化する機能を提供するのであれば、サービス
はアップグレードされるであろう。
【０１４１】
　ある実施の形態に従うと、サービスランタイム上のローカル（またはマウントされた）
ファイルシステムとしてリポジトリを利用できると想定する。リポジトリを用いて、メン
テナンスウィンドウの中で必要になるコンポーネント（パッチ、構成ファイル、スクリプ
ト等）すべてを保持することができる。たとえば、リポジトリは、例として以下に示す異
なるバージョンのサービスに対するアーティファクトを保持することができる。
【０１４２】

【数２】

【０１４３】
　図１７に示されるように、ある実施の形態に従うと、メンテナンスウィンドウに先立っ
て、リポジトリが、必要なコンポーネント６８２、たとえばパッチ、Puppetマニフェスト
、またはシェルスクリプトでアップデートされる。アップデートは、Puppetまたは同様の
機能を提供するツールもしくはコンポーネント等の構成ツールを用いて進めることができ
る。ある実施の形態に従うと、サービスがPuppetまたは適切な構成ツールをインストール
させていなければ、パッチインフラストラクチャが、構成ツールをインストールしリポジ
トリ内で利用できるようにされたマニフェストを適用する。
【０１４４】
　また、サービスアドミニストレータが、アップデートを扱うために異なる自動化フレー
ムワークを選択してもよい。すべてのアップデートは、トランザクション的でなければな
らずかつ失敗の場合はロールバックできるものでなければならない。
【０１４５】
　ある実施の形態に従うと、システムアドミニストレータは次に、サービスアップデート
ロジック６８４が使用するメンテナンスウィンドウ６８５を定める。ある実施の形態に従
うと、クラウドアドミニストレーションコンソールを用いてメンテナンスウィンドウを定
めることができる。次に、システムアドミニストレータは、パッチするサービスについて
のサービス名およびＳＤＰのバージョン、メンテナンスウィンドウがハードウィンドウな
のかソフトウィンドウなのか、メンテナンスウィンドウの長さ（通常、ハードアップデー
トの場合６０分）、アップデートをスケジューリングするための時間枠（通常、ハードア
ップデートの場合一週間）、およびアップデートの適切な時間を限定するその他のパラメ
ータ等の情報を、構成する。
【０１４６】
　ある実施の形態に従うと、次に、サービスアップデートロジックは、各サービスに対し
デフォルトタイムスロットを割当てる。「ハード」アップデートの場合はサービスアドミ
ニストレータに対してシステムダウンタイムを通知する電子メール通知を送信してもよい
。ある実施の形態に従うと、サービスアドミニストレータには、そのサービスがダウンタ
イムおよびアップデートを招くときに３つのタイムスロットの中から選択するというオプ
ションがある。
【０１４７】
　アップデート時、アップデートは、サービスアップデートロジックによってリクエスト
され６８７、リポジトリ内の情報を用いて、サービスをその元の構成６８６から修正後の
構成６８９にパッチまたはアップデートする。
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【０１４８】
　図１８は、ある実施の形態に従う、ＰａａＳプラットフォームコンポーネントでサービ
ス定義パッケージをパッチするためのプロセスのフローチャートである。図１８に示され
るように、ステップ６９０で、クラウド環境と、そこで実行するＰａａＳプラットフォー
ムコンポーネント（ＰａａＳプラットフォーム）とを含む、１つ以上のコンピュータを提
供する。
【０１４９】
　ステップ６９１で、プラットフォームコンポーネントで使用する、１つ以上のサービス
定義パッケージを提供する。各サービス定義パッケージは、特定の企業アプリケーション
コンポーネントについて、如何にしてその特定の企業アプリケーションコンポーネントを
プラットフォームコンポーネント内のサービスタイプとして与えることができるかを定義
する。
【０１５０】
　ステップ６９２で、サービス定義パッケージと対応付けられた１つ以上のパッチまたは
アップデートに従って、メンテナンスウィンドウの中で１つ以上のサービス定義パッケー
ジを修正するためにサービスアップデートロジックを提供する。
【０１５１】
　ステップ６９４で、サービスランタイムにおけるローカルまたはマウントされたファイ
ルシステムのうちの１つとしてリポジトリを提供し、これは、サービスアップデートロジ
ックによってメンテナンスウィンドウの中で使用されてサービス定義パッケージを修正す
るためのパッチ、構成ファイル、スクリプト、および／またはその他のコンポーネントを
含む。
【０１５２】
　ステップ６９６で、プラットフォームコンポーネント自体を再構成することにより、お
よび／またはサービスのサービス定義パッケージに対応するディスクボリュームをマウン
トしてそのファイルシステムコンテンツを直接修正することによって、サービスの特性お
よび／または要求を動的に修正またはアップデートする。
【０１５３】
　本発明は、本開示の教示に従いプログラムされた、１つ以上のプロセッサ、メモリ、お
よび／またはコンピュータ読取可能な記録媒体を含む、従来の汎用もしくは専用デジタル
コンピュータ、コンピューティングデバイス、マシン、またはマイクロプロセッサを１つ
以上用いて、適宜実現し得る。適切なソフトウェアコーディングは、熟練したプログラマ
が本開示の教示に基づいて容易に準備できるものである。これはソフトウェア技術におけ
る当業者には明らかであろう。
【０１５４】
　実施の形態によっては、本発明は、本発明のプロセスのうちいずれかを実行するために
コンピュータをプログラムするのに使用できる命令が格納された非一時的な記録媒体また
は（１つまたは複数の）コンピュータ読取可能な媒体であるコンピュータプログラムプロ
ダクトを含む。この記録媒体は、フロッピー（登録商標）ディスク、光ディスク、ＤＶＤ
、ＣＤ－ＲＯＭ、マイクロドライブ、および光磁気ディスクを含む、任意の種類のディス
ク、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＤＲＡＭ、ＶＲＡＭ、フラッシュメモ
リデバイス、磁気もしくは光カード、ナノシステム（分子メモリＩＣを含む）、または、
命令および／またはデータを格納するのに適した任意の種類の媒体もしくはデバイスを含
み得るものの、これらに限定されない。
【０１５５】
　ある実施の形態に従い、クラウドコンピューティング環境で使用するサービス管理エン
ジンを提供するための装置が提供される。この装置は、クラウド環境内のインストール可
能なソフトウェアスイートとして提供され企業アプリケーションに関するセルフサービス
提供をサポートするプラットフォームコンポーネントと、オーケストレーションエンジン
と通信し、１つ以上の、サービスタイプの提供、ライフサイクル管理、およびモニタリン
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グを含む、サービスタイプとしてサービスを提供することに使用される、１つ以上のサー
ビス管理エンジンとを含む。この装置は、クラウド環境内で使用する提供すべき特定のサ
ービスタイプを決定し、プラットフォームコンポーネント内で対応するサービス管理エン
ジンを構成してこの特定のサービスタイプをサポートする。
【０１５６】
　別の実施の形態に従うと、上記１つ以上のサービス管理エンジン各々を用いて、サービ
ス定義パッケージをパースし、サービス定義パッケージの内容に従って、１つ以上の異な
るサービスタイプとしてサービスを提供する。
【０１５７】
　別の実施の形態に従うと、プラットフォームコンテンツは、プラットフォームコンポー
ネント自体の構成に従って、プロバイダサービス管理エンジンとしての１つ以上のサービ
ス管理エンジンによって、サービスタイプをインスタンス化できるようにする。
【０１５８】
　本発明に関するこれまでの記載は例示および説明を目的として提供されている。すべて
を網羅するまたは本発明を開示された形態そのものに限定することは意図されていない。
当業者には数多くの変更および変形が明らかであろう。変更および変形は、開示されてい
る特徴の適切な組合せを含む。実施の形態は、本発明の原理およびその実際の応用を最も
うまく説明することによって他の当業者が本発明のさまざまな実施の形態および意図して
いる特定の用途に適したさまざまな変形を理解できるようにするために、選択され説明さ
れている。本発明の範囲は、以下の特許請求の範囲およびその均等物によって定められる
ことが意図されている。

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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